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サブミリ波銀河は、赤方偏移 2–3の遠方宇宙で、30–40K程度のダストからの熱放射が卓越する、活発な星形成
（100–1000M⊙/yr）を伴う銀河である。近年、Herschel宇宙望遠鏡や South Pole Telescopeによる大規模サーベ
イにより、強い重力レンズ効果によって増光され、非常に明るい（S500µm > 100 mJy）サブミリ波銀河種族の発
見が進みつつある。この極めて明るいサブミリ波銀河は、重力レンズによる増光と拡大の効果によって、最も星
形成が活発だった時代の星形成の様子を探る上で最適な天体である。我々は、ASTE望遠鏡に搭載された連続波
カメラ、AzTECにより観測された小マゼラン雲に対するデータ解析により、S1.1mm = 43 mJyと非常に明るいサ
ブミリ波銀河MM J01071-7302を発見した。この天体は、843 MHz連続波、Spitzer MIPS 24 µm、IRAC全バ
ンド、WISE、近赤外線 (JHKS)にも点源天体が検出されており、Herschel/SPIREでも S500µm = 172 mJyと非
常に明るく検出されている。この天体の赤方偏移は、複数の銀河の SEDテンプレートに対するフィットにより、
1.4–3.9と見積もられた。電波領域では、SEDに対する超過が見られ、radio-loud AGNの存在が示唆される。赤
外線光度は (0.3–2.2)× 1014L⊙であり、星形成率は 5600–39000M⊙/yrに相当する。また、UBV バンド天体が近
赤外線天体から 1.4 arcsec離れたところに検出されており、レンズ天体の可能性があり、重力レンズにより増光さ
れた SMGであると考えられる。今後は赤方偏移と増光率の決定を通して、詳細な星形成の様子を明らかにする。


